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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
作
者
と
オ
リ
キ
ャ
ラ
の
バ
ト
ル
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
４
８
Ｚ

【
作
者
名
】

　
疾
風
の
音

【
あ
ら
す
じ
】

　
と
あ
る
日
、
４
０
人
の
男
女
・
・
・
。
其
所
に
突
然
、
殺
し
合
い
（
バ
ト
ル

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
）
に
巻
き
込
ま
れ
た
・
・
・
。
果
た
し
て
、
４
０
人
に
降
り
か
か

る
悲
劇
は
！
＊
前
書
き
を
出
て
き
た
登
場
人
物
を
、
後
書
き
に
状
態
を
書
い
て

い
き
ま
す
。
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ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
（
前
書
き
）

ス
マ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の
視
点
に
し
て
み
ま
し
た
。
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ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト

ふ
と
気
付
い
た
ら
、
俺
は
、
い
や
俺
達
は
薄
暗
い
会
場
に
居
た
。

折
原
 

空

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

ス
マ
ッ
シ
ュ

「
あ
あ
・
・
・
だ
が
・
・
・
こ
こ
は
何
処
だ
・
・
・
？
」

し
ら

「
薄
暗
い
所
だ
な
・
・
・
」

す
る
と
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
、
１
人
の
男
が
現
れ
た
。

疾
風
の
音

「
皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
、
私
は
主
催
者
の
疾
風
の
音
と
言
い
ま
す
」

秋
雨
 

涙

「
主
催
者
？
」

疾
風
の
音

「
そ
う
で
す
」

男
、
疾
風
の
音
は
ニ
ヤ
リ
と
し
た
顔
を
し
た
。
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疾
風
の
音

「
こ
の
会
場
内
に
居
る
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
よ
り
最
後
の
１
人
に
な
る
ま
で
・
・

・
」

疾
風
の
音

「
殺
し
合
い
を
し
て
も
ら
い
ま
す
」

辺
り
が
ざ
わ
つ
き
出
し
て
き
た
。

そ
れ
も
そ
う
だ
、
い
き
な
り
殺
し
合
え
と
言
っ
た
の
だ
か
ら
。

ス
マ
ッ
シ
ュ

「
ま
っ
、
待
て
よ
！
」

俺
は
勿
論
、
男
に
突
っ
掛
か
っ
た
。

ス
マ
ッ
シ
ュ
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「
い
き
な
り
殺
し
合
い
を
し
て
も
ら
う
っ
て
ど
う
言
う
事
だ
！
」

疾
風
の
音

「
そ
れ
は
私
か
ら
は
言
え
ま
せ
ん
」

阪
神
虎
之
介

「
言
え
な
い
だ
と
・
・
・
！
」

疾
風
の
音

「
え
え
、
私
か
ら
言
え
る
こ
と
は
殺
し
合
う
ル
ー
ル
を
言
う
だ
け
で
す
。
質
問

は
一
切
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
」

霊
宮
空
刀

「
貴
様
・
・
・
そ
ん
な
事
を
許
し
て
た
ま
る
か
！
」

パ
ァ
ー
ン
・
・
・

い
き
な
り
霊
宮
空
刀
の
頬
に
血
が
流
れ
る
・
・
・
。

見
て
み
れ
ば
、
疾
風
の
音
が
銃
を
放
っ
て
い
た
。

疾
風
の
音

「
貴
方
達
の
私
語
や
質
問
等
は
一
切
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
と
言
っ
た
筈
で
す
」

何
も
躊
躇
い
な
く
人
に
向
け
て
銃
を
放
っ
た
・
・
・
。

人
と
し
て
最
低
の
行
動
を
取
り
や
が
っ
た
・
・
・
。
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ス
マ
ッ
シ
ュ

「
人
間
の
心
が
無
い
の
か
・
・
・
！
」

疾
風
の
音

「
皆
さ
ん
静
か
に
な
り
ま
し
た
ね
？
そ
れ
で
は
、
ル
ー
ル
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

」ル
ー
ル

最
後
の
１
人
と
な
る
ま
で
時
間
無
制
限
に
殺
し
合
い
を
行
う
。

場
所
は
５
ｋ
ｍ
×
５
ｋ
ｍ
の
５
０
０
ｍ
毎
で
１
つ
の
エ
リ
ア
で
あ
る
。

放
送
は
６
時
間
毎
に
行
い
、
放
送
と
同
時
に
禁
止
エ
リ
ア
が
３
つ
指
定
さ
れ
る
。

時
間
内
に
禁
止
エ
リ
ア
を
抜
け
出
さ
な
け
れ
ば
、
装
着
さ
れ
て
い
る
首
輪
が
発

動
さ
れ
る
。

２
４
時
間
以
内
に
１
人
を
殺
さ
な
け
れ
ば
、
全
員
の
首
輪
が
発
動
さ
れ
る
。

支
給
品
は
ラ
ン
ダ
ム
で
送
ら
れ
る
為
、
何
の
ア
イ
テ
ム
が
手
に
入
る
か
分
か
ら

な
い
。

疾
風
の
音

「
既
に
支
給
品
は
渡
し
て
あ
り
ま
す
の
で
・
・
・
そ
れ
で
は
・
・
・
こ
れ
よ
り
、

バ
ト
ル
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
開
幕
を
宣
言
し
ま
す
」
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す
る
と
、
い
き
な
り
大
き
な
魔
法
陣
が
現
れ
て
、
俺
達
は
消
え
て
い
っ
た
・
・
・

。疾
風
の
音

「
こ
れ
で
良
い
の
で
す
か
？
ゼ
ロ
」

ゼ
ロ
と
言
わ
れ
た
謎
の
男
・
・
・
。

ゼ
ロ

「
お
疲
れ
、
疾
音
」

し
お
ん

疾
音

「
あ
～
あ
・
・
・
変
装
す
る
の
疲
れ
た
わ
・
・
・
こ
れ
で
良
い
の
よ
ね
」

疾
風
の
音
は
疾
音
と
呼
ば
れ
た
女
が
変
装
し
て
い
た
。

ゼ
ロ

「
あ
あ
・
・
・
こ
れ
で
、
あ
の
計
画
も
・
・
・
」
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ゼ
ロ
の
言
う
計
画
と
は
！
そ
し
て
魔
法
陣
に
よ
っ
て
消
え
て
い
っ
た
者
達
の
運

命
は
！
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参
加
者
リ
ス
ト
（
前
書
き
）

抜
け
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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参
加
者
リ
ス
ト

参
加
者
リ
ス
ト
 

○
は
生
存
 

●
は
死
亡

男○
ア
ク
ロ
ス
／
○
泉
涼
／
○
英
霊
ユ
ウ
ジ
／
○
カ
イ
・
Ｒ
・
銃
王
／
○
熊
谷
雅

之
／
○
郡
司
侑
輝
／
○
榊
原
直
久
／
○
死
神
魔
姫
／
○
疾
風
の
音
／
○
し
ら
／

○
ス
マ
ッ
シ
ュ
／
○
ス
ラ
イ
ム
マ
ン
／
○
デ
ビ
ル
（
黒
井
卓
真
）
／
○
ト
ラ
イ

ス
・
ド
レ
ッ
ド
／
○
ハ
デ
ス
／
○
パ
ル
ポ
ン
／
○
阪
神
虎
之
介
／
○
ピ
ッ
キ
ー

／
○
星
空
刃
夜
斗
／
●
棒
人
間
／
○
横
浜
学
園
都
市
部
／
○
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
／

○
ル
フ
ァ
イ
ト
／
○
霊
宮
空
刀

女○
秋
雨
涙
／
○
エ
ン
ジ
ェ
ル
（
浅
間
り
な
）
／
○
折
原
空
／
○
川
崎
貴
子
／
○

紅
真
朱
璃
／
○
黒
龍
美
牙
／
○
ジ
ョ
デ
ィ
・
ブ
ロ
ー
リ
ー
／
○
セ
ー
ラ
／
○
テ

ル
カ
／
○
デ
ィ
ス
ペ
イ
ト
／
○
紀
葉
／
○
墓
守
レ
イ
カ
／
○
瑞
希
優
羅
／
○
ミ

ル
／
○
宮
薙
煉
華
／
○
八
木
紀
葉
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シ
ス
タ
ー
と
パ
ー
カ
ー
青
年
（
前
書
き
）

登
場
人
物

セ
ー
ラ
、
霊
宮
空
刀
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シ
ス
タ
ー
と
パ
ー
カ
ー
青
年

セ
ー
ラ

「
う
う
ん
・
・
・
は
っ
！
こ
こ
は
・
・
・
？
」

セ
ー
ラ
が
目
を
覚
ま
し
た
所
は
、
町
エ
リ
ア
の
中
だ
っ
た
。

セ
ー
ラ

「
聖
職
者
の
私
を
殺
し
合
い
に
参
加
さ
せ
る
な
ん
て
・
・
・
遺
憾
よ
！
」

そ
う
、
彼
女
は
聖
職
者
、
所
謂
シ
ス
タ
ー
な
の
だ
。
神
に
仕
え
る
者
が
こ
の
よ

う
な
場
所
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

セ
ー
ラ

「
・
・
・
取
り
敢
え
ず
何
か
入
っ
て
い
る
の
か
、
見
な
い
と
い
け
な
い
わ
」

セ
ー
ラ
が
支
給
品
が
何
か
見
る
為
に
、
バ
ッ
ク
の
中
を
調
べ
よ
う
し
た
時
・
・
・

。？
？
？
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「
お
い
」

セ
ー
ラ

「
ひ
っ
！
な
・
・
・
何
な
の
！
？
」

そ
こ
に
現
れ
た
男
は
眼
鏡
を
し
て
い
て
青
の
パ
ー
カ
ー
を
し
て
い
た
。

セ
ー
ラ
は
そ
の
男
を
見
た
瞬
間
、
身
体
が
震
え
て
い
た
。

セ
ー
ラ

「
い
・
・
・
い
や
・
・
・
や
め
て
・
・
・
殺
さ
な
い
で
・
・
・
」

？
？
？

「
待
て
、
俺
は
・
・
・
」

セ
ー
ラ

「
や
だ
・
・
・
ま
だ
死
に
た
く
な
い
・
・
・
死
に
た
く
・
・
・
」

？
？
？

「
だ
か
ら
俺
は
殺
し
合
い
に
乗
っ
て
い
な
い
！
」

セ
ー
ラ

「
え
？
本
当
に
？
」

男
は
事
情
を
説
明
し
た
。
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セ
ー
ラ

「
じ
ゃ
あ
貴
方
も
主
催
者
を
倒
す
為
に
動
い
て
い
る
の
ね
」

霊
宮
空
刀

「
あ
あ
、
俺
は
霊
宮
空
刀
、
こ
ん
な
殺
し
合
い
は
乗
っ
て
い
な
い
。
主
催
者
で

あ
る
疾
風
の
音
を
倒
す
」

セ
ー
ラ

「
で
も
、
最
後
の
１
人
に
な
る
ま
で
殺
し
合
い
は
続
く
の
よ
！
」

霊
宮
空
刀

「
参
加
者
名
簿
は
見
て
い
な
い
の
か
？
」

セ
ー
ラ

「
え
？
今
か
ら
見
る
予
定
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

霊
宮
空
刀

「
そ
う
か
、
な
ら
支
給
品
も
見
な
い
と
い
け
な
い
な
」

セ
ー
ラ
は
バ
ッ
ク
を
開
け
て
支
給
品
が
何
か
見
て
み
た
。

霊
宮
空
刀

「
何
か
見
つ
か
っ
た
か
？
」

セ
ー
ラ

「
い
い
え
、
傘
は
入
っ
て
た
け
ど
・
・
・
」
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セ
ー
ラ
が
持
っ
て
い
る
の
は
桃
色
の
傘
、
と
て
も
綺
麗
だ
が
武
器
に
は
な
れ
な

い
。

セ
ー
ラ

「
霊
宮
は
何
か
あ
っ
た
の
？
」

霊
宮
空
刀

「
い
や
、
武
器
に
な
り
そ
う
な
の
は
無
か
っ
た
な
。
次
は
参
加
者
名
簿
だ
」

２
人
は
参
加
者
名
簿
を
見
た
。

セ
ー
ラ

「
あ
っ
！
名
前
が
書
か
れ
て
る
わ
！
」

霊
宮
空
刀

「
主
催
者
も
参
加
者
名
簿
に
入
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
疾
風
の
音
を
倒
す
事
が

出
来
れ
ば
、
こ
の
殺
し
合
い
を
止
め
る
事
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
な
」

セ
ー
ラ

「
な
ら
、
私
も
手
伝
う
わ
！
」

霊
宮
空
刀

「
大
丈
夫
な
の
か
？
」

セ
ー
ラ

「
私
を
誰
だ
と
思
っ
て
い
る
の
？
私
は
主
催
者
を
止
め
る
わ
！
こ
れ
は
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
私
の
命
令
よ
！
」
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霊
宮
空
刀

「
そ
れ
は
良
い
心
掛
け
だ
が
何
時
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
ん
だ
？
」

セ
ー
ラ

「
今
決
め
た
わ
、
さ
あ
！
リ
ー
ダ
ー
の
私
に
着
い
て
き
な
さ
い
！
」

霊
宮
空
刀

（
ア
ニ
メ
で
言
う
涼
宮
ハ
ル
ヒ
だ
な
・
・
・
）

２
人
は
歩
き
出
し
た
、
主
催
者
を
倒
す
為
に
。

し
か
し
、
２
人
は
気
付
い
て
い
な
い
、
主
催
者
は
変
装
し
て
い
た
事
を
・
・
・
。

更
に
疾
風
の
音
は
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
殺
し
合
い
の
場
に
居
る
こ
と
も
・
・
・
。
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シ
ス
タ
ー
と
パ
ー
カ
ー
青
年
（
後
書
き
）

現
在
の
状
態
（
町
エ
リ
ア
Ｂ
－
３
）

セ
ー
ラ

状
態
：
正
常

装
備
：
風
見
幽
香
の
傘
＠
東
方
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
１
：
リ
ー
ダ
ー
は
私
よ
！

思
考
２
：
殺
し
合
い
を
止
め
る
た
め
、
疾
風
の
音
を
倒
す
。

移
動
：
町
エ
リ
ア
Ｂ
－
３
↓
Ｂ
－
２

＊
バ
ッ
ク
の
中
を
見
ま
し
た
。

霊
宮
空
刀

状
態
：
正
常

装
備
：
な
し

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
：
殺
し
合
い
打
倒
の
為
に
仲
間
を
集
め
、
主
催
者
を
倒
す

移
動
：
町
エ
リ
ア
Ｂ
－
３
↓
Ｂ
－
２

＊
バ
ッ
ク
を
見
ま
し
た
が
武
器
は
無
か
っ
た
様
で
す

＠
風
見
幽
香
の
傘

説
明
：
東
方
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
に
登
場
す
る
風
見
幽
香
が
愛
用
し
て
い
る
傘
、

生
半
可
な
銃
弾
な
ら
防
げ
る
。
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死
神
の
名
の
あ
る
者
と
知
り
合
い
の
心
配
を
す
る
赤
魔
導
師
（
前
書
き
）

登
場
人
物

死
神
魔
姫
、
ア
ク
ロ
ス
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死
神
の
名
の
あ
る
者
と
知
り
合
い
の
心
配
を
す
る
赤
魔
導
師

死
神
魔
姫

「
太
刀
じ
ゃ
な
い
の
か
・
・
・
、
ま
あ
武
器
に
は
な
る
か
な
」

洞
窟
の
中
で
バ
ッ
ク
を
明
け
て
い
た
死
神
魔
姫
。
彼
が
持
っ
て
い
る
の
は
ダ
ガ

ー
ナ
イ
フ
。

死
神
魔
姫

「
こ
の
殺
し
合
い
で
１
人
に
な
る
ま
で
続
く
の
か
・
・
・
」

あ
の
主
催
者
は
許
せ
な
か
っ
た
、
１
人
に
な
る
ま
で
殺
し
合
い
を
し
て
も
ら
う

事
に
。

し
か
し
、
２
４
時
間
以
内
に
１
人
で
も
死
な
な
け
れ
ば
、
参
加
者
全
員
の
首
輪

が
発
動
さ
れ
る
。

死
神
魔
姫

「
俺
は
帰
り
た
い
・
・
・
皆
の
所
に
、
そ
の
為
に
は
・
・
・
こ
の
殺
し
合
い
に
・

・
・
乗
っ
て
や
る
」

死
神
魔
姫
、
死
神
の
名
の
元
に
殺
し
合
い
の
場
へ
と
足
を
進
む
。

彼
は
も
う
、
あ
の
頃
の
様
な
生
活
は
送
れ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
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そ
れ
で
も
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
。

死
神
魔
姫

「
ま
ず
は
洞
窟
か
ら
抜
け
出
さ
な
い
と
な
」

彼
は
名
前
の
通
り
、
殺
し
合
い
に
乗
り
、
死
神
（
●
●
）
に
な
る
。

ア
ク
ロ
ス

「
あ
い
つ
・
・
・
殺
し
合
い
に
乗
っ
た
の
か
！
？
」

近
く
に
死
神
魔
姫
が
居
た
た
め
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
ア
ク
ロ
ス
。

ア
ク
ロ
ス

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
デ
ビ
ル
、
無
事
だ
と
良
い
ん
だ
け
ど
な
・
・
・
」

既
に
参
加
者
名
簿
を
見
た
ア
ク
ロ
ス
は
知
り
合
い
の
安
否
が
心
配
し
て
い
た
。

ア
ク
ロ
ス

「
し
か
し
・
・
・
魔
法
が
弱
体
化
し
て
る
・
・
・
一
体
何
が
起
き
て
い
る
ん
だ

ろ
う
か
・
・
・
、
そ
れ
に
・
・
・
な
ん
で
１
枚
の
コ
イ
ン
が
入
っ
て
居
る
ん
だ
・

・
・
」
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何
故
か
バ
ッ
ク
に
入
っ
て
居
た
１
枚
の
コ
イ
ン
。

勿
論
こ
れ
で
は
役
に
立
た
な
い
。

ア
ク
ロ
ス

「
ま
あ
武
器
が
あ
る
だ
け
ま
し
か
な
」

ア
ク
ロ
ス
が
持
っ
て
い
る
の
は
銃
、
し
か
も
リ
ボ
ル
バ
ー
だ
。

ア
ク
ロ
ス

「
・
・
・
緊
急
の
時
に
使
う
か
・
・
・
移
動
し
よ
う
か
な
」

ア
ク
ロ
ス
は
移
動
を
始
め
た
、
死
神
魔
姫
と
は
別
の
道
を
。

彼
が
見
る
道
は
、
一
体
何
が
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。



22

死
神
の
名
の
あ
る
者
と
知
り
合
い
の
心
配
を
す
る
赤
魔
導
師
（
後
書
き
）

現
在
の
状
態
（
洞
窟
エ
リ
ア
Ｄ
－
４
）

死
神
魔
姫

状
態
：
正
常

装
備
：
ダ
ガ
ー
ナ
イ
フ

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
：
帰
り
た
い
か
ら
殺
し
合
い
に
乗
る

移
動
：
洞
窟
エ
リ
ア
Ｄ
－
４
↓
Ｃ
－
４

ア
ク
ロ
ス

状
態
：
正
常

装
備
：
な
し

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式
、
コ
イ
ン
＠
と
あ
る
科
学
の
超
電
磁
砲
、
リ
ボ

ル
バ
ー
（
銃
弾
６
／
６
）

思
考
：
取
り
敢
え
ず
移
動
す
る

移
動
：
洞
窟
エ
リ
ア
Ｄ
－
４
↓
Ｅ
－
４

＊
能
力
が
弱
体
化
し
て
い
る
事
に
気
付
き
ま
し
た
。

＠
コ
イ
ン

と
あ
る
科
学
の
超
電
磁
砲
に
出
て
く
る
御
坂
美
琴
が
持
っ
て
い
る
た
だ
の
コ
イ

ン
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不
屈
の
心
（
前
書
き
）

登
場
人
物

紀
葉
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不
屈
の
心

紀
葉

「
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
に
な
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
・
・
・
」

紀
葉
は
混
乱
し
て
い
た
。
ま
ず
は
普
通
の
女
の
作
者
が
こ
ん
な
殺
し
合
い
に
参

加
さ
せ
ら
れ
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
現
実
な
ん
だ
と
思
い
た
く
な
か
っ
た
。
泣
き
た
か
っ
た
、
で
も
泣
き
た

く
な
か
っ
た
。

紀
葉

「
そ
う
だ
・
・
・
支
給
品
を
見
な
い
と
・
・
・
」

紀
葉
は
支
給
品
が
何
か
見
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

紀
葉

「
こ
れ
は
・
・
・
」

紀
葉
が
見
つ
け
た
の
は
赤
色
の
綺
麗
な
玉
だ
っ
た
。
ど
う
や
ら
魔
力
が
あ
る
よ

う
だ
。

紀
葉



25

「
こ
れ
何
だ
ろ
う
？
」

そ
の
赤
色
の
玉
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
締
め
た
そ
の
時
だ
っ
た
。

？
？
？

『
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
』

紀
葉

「
え
？
何
処
か
ら
声
が
す
る
の
？
」

？
？
？

『
Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
 

ｉ
ｓ
 

ｉ
ｔ
 

ｉ
ｎ
 

ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
 

ｈ
ａ
ｎ
ｄ
』
（
貴
方
の

手
の
中
に
居
ま
す
よ
）

紀
葉

「
手
の
中
に
？
も
し
か
し
て
・
・
・
こ
の
赤
色
の
・
・
・
貴
方
が
？
」

？
？
？

『
Ｙ
ｅ
ｓ
』

喋
っ
て
い
た
の
は
紀
葉
が
握
り
し
め
て
い
た
赤
色
の
綺
麗
な
玉
だ
っ
た
。

紀
葉

「
ち
ょ
っ
と
英
語
分
か
ら
な
い
か
ら
日
本
語
表
記
に
し
て
く
れ
な
い
か
な
？
」

？
？
？
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『
分
か
り
ま
し
た
、
私
は
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
と
言
い
ま
す
』

紀
葉

「
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
っ
て
・
・
・
リ
リ
カ
ル
な
の
は
の
・
・
・
」

レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト

『
は
い
、
そ
う
で
す
マ
ス
タ
ー
』

赤
色
の
玉
、
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
は
マ
ス
タ
ー
と
言
っ
た
。

紀
葉

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
私
は
貴
方
の
マ
ス
タ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
！
？
」

レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト

『
私
の
マ
ス
タ
ー
は
こ
こ
に
居
な
い
た
め
、
私
を
握
り
締
め
た
貴
方
が
現
在
の

私
の
マ
ス
タ
ー
で
す
』

紀
葉
は
少
し
の
間
考
え
た
。
絶
対
に
主
催
者
は
許
さ
な
い
！
私
は
こ
の
殺
し
合

い
の
打
倒
す
る
為
に
動
く
。

紀
葉

「
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
、
私
頑
張
る
か
ら
・
・
・
こ
の
殺
し
合
い
の
打
倒
に
協

力
し
て
欲
し
い
！
だ
か
ら
、
私
に
力
を
貸
し
て
！
」

レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト

『
了
解
し
ま
し
た
、
マ
ス
タ
ー
』
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レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
の
持
ち
主
と
は
全
然
違
う
け
ど
、
紀
葉
は
決
め
た
の
だ
、

絶
対
に
諦
め
な
い
と
・
・
・
。

紀
葉

「
不
屈
の
心
で
・
・
・
こ
の
殺
し
合
い
を
打
倒
し
ま
す
・
・
・
」
↑
小
さ
い
声
で

紀
葉
の
心
は
屈
し
は
し
な
い
。
歩
き
始
め
た
紀
葉
は
笑
顔
だ
っ
た
。
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不
屈
の
心
（
後
書
き
）

現
在
の
状
態
（
町
エ
リ
ア
Ｂ
－
１
）

紀
葉

状
態
：
正
常

装
備
：
な
し

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式
、
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
（
待
機
モ
ー
ド
）
＠
魔

法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は

思
考
：
不
屈
の
心
で
殺
し
合
い
を
打
倒
す
る

移
動
：
町
エ
リ
ア
Ｂ
－
１
↓
Ａ
－
１

＠
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト

魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
の
主
人
公
、
高
町
な
の
は
の
持
つ
デ
バ
イ
ス
。
カ

ー
ド
リ
ッ
ジ
は
３
つ
入
っ
て
い
る
。
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悪
魔
と
友
達
に
・
・
・
（
前
書
き
）

登
場
人
物

デ
ビ
ル
（
黒
井
卓
真
）
、
宮
薙
煉
華
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悪
魔
と
友
達
に
・
・
・

デ
ビ
ル

「
あ
の
主
催
者
、
会
っ
た
時
に
は
覚
え
て
ろ
よ
・
・
・
」

デ
ビ
ル
こ
と
黒
井
卓
真
は
苛
立
っ
て
い
た
。
い
き
な
り
殺
し
合
い
を
し
ろ
と
言

え
ば
こ
ん
な
所
に
飛
ば
さ
れ
、
更
に
苛
立
ち
は
隠
せ
ず
に
い
た
。

デ
ビ
ル

「
し
か
し
・
・
・
、
ア
ク
ロ
ス
は
無
事
だ
ろ
う
な
・
・
・
」

知
り
合
い
の
無
事
を
信
じ
つ
つ
、
彼
は
歩
き
続
け
た
。

デ
ビ
ル

「
あ
あ
あ
！
！
！
苛
立
っ
て
き
た
！
！
！
」

そ
う
言
う
と
デ
ビ
ル
は
扉
を
ガ
ン
ッ
と
蹴
っ
た
。

？
？
？

「
え
！
？
な
っ
何
で
す
か
！
？
」

そ
こ
に
居
た
の
は
１
人
の
少
女
、
少
女
は
縮
こ
ま
り
、
デ
ビ
ル
に
怯
え
て
い
た
。
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デ
ビ
ル

「
・
・
・
ち
っ
」

デ
ビ
ル
は
少
女
の
元
か
ら
離
れ
よ
う
と
思
っ
た
が
・
・
・
。

？
？
？

「
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
」

少
女
が
止
め
た
。

デ
ビ
ル

「
何
だ
よ
」

？
？
？

「
名
前
を
聞
き
た
い
ん
で
す
！
」

デ
ビ
ル

「
な
ん
で
言
わ
な
き
ゃ
い
け
ね
え
ん
だ
よ
」

？
？
？

「
あ
の
・
・
・
え
と
・
・
・
友
達
が
欲
し
い
か
ら
」

デ
ビ
ル

「
俺
は
馴
れ
合
い
は
大
嫌
い
だ
」
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？
？
？

「
で
・
・
・
で
も
・
・
・
」

デ
ビ
ル

「
黙
れ
、
殺
す
ぞ
」

デ
ビ
ル
は
少
女
に
殺
気
を
飛
ば
す
。

？
？
？

「
・
・
・
」

デ
ビ
ル

「
何
も
無
い
な
ら
俺
は
行
く
」

？
？
？

「
せ
、
せ
め
て
一
緒
に
居
て
ほ
し
い
ん
で
す
！
」

デ
ビ
ル

「
言
っ
た
だ
ろ
う
、
俺
は
馴
れ
合
い
は
大
嫌
い
だ
」

？
？
？

「
ボ
ク
、
怖
い
ん
で
す
。
誰
か
と
一
緒
に
居
て
ほ
し
い
ん
で
す
・
・
・
馴
れ
合

う
事
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
」

デ
ビ
ル

「
・
・
・
デ
ビ
ル
」
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？
？
？

「
え
？
」

デ
ビ
ル

「
俺
の
名
だ
、
デ
ビ
ル
と
呼
べ
」

煉
華

「
デ
ビ
ル
さ
ん
で
す
ね
？
ボ
ク
は
宮
薙
煉
華
と
言
い
ま
す
！
」

悪
魔
の
名
を
持
つ
者
、
黒
井
卓
真
は
不
思
議
な
少
女
の
宮
薙
煉
華
に
出
会
う
。

デ
ビ
ル
の
行
動
は
吉
と
出
る
の
か
凶
と
で
る
の
か
・
・
・
。
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悪
魔
と
友
達
に
・
・
・
（
後
書
き
）

現
在
の
状
態
（
町
エ
リ
ア
Ｅ
－
４
）

デ
ビ
ル

状
態
：
正
常

装
備
：
な
し

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
１
：
馴
れ
合
い
は
嫌
い
だ
が
仕
方
が
な
く
煉
華
と
一
緒
に
居
る

思
考
２
：
ア
ク
ロ
ス
を
見
つ
け
て
、
共
に
主
催
者
を
殺
す

思
考
３
：
エ
ン
ジ
ェ
ル
に
関
し
て
は
一
旦
保
留

移
動
：
町
エ
リ
ア
Ｅ
－
４
で
待
機

＊
バ
ッ
ク
は
見
て
い
ま
せ
ん
。

宮
薙
煉
華

状
態
：
正
常

装
備
：
な
し

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
１
：
友
達
が
欲
し
い
な
・
・
・
。

思
考
２
：
デ
ビ
ル
と
一
緒
に
居
た
い

思
考
３
：
殺
し
合
い
に
は
乗
ら
な
い

移
動
：
町
エ
リ
ア
Ｅ
－
４
で
待
機

＊
バ
ッ
ク
は
見
て
い
ま
せ
ん
。
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絶
望
を
探
す
者
（
前
書
き
）

登
場
人
物

棒
人
間
、
デ
ィ
ス
ペ
イ
ト
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絶
望
を
探
す
者

棒
人
間

「
何
で
殺
し
合
い
が
あ
る
ん
だ
よ
！
理
不
尽
す
ぎ
る
だ
ろ
う
！
」

棒
人
間
は
恐
怖
心
に
怯
え
て
い
た
。
そ
れ
も
そ
の
筈
、
彼
は
臆
病
者
で
何
事
が

起
き
て
も
逃
げ
た
り
、
誰
か
を
盾
に
し
た
り
と
結
構
卑
怯
者
で
も
あ
る
。

棒
人
間

「
う
う
う
・
・
・
生
き
残
り
た
い
・
・
・
だ
け
ど
、
俺
み
た
い
な
奴
が
生
き
残

れ
る
の
か
・
・
・
」

？
？
？

「
見
つ
け
た
」

棒
人
間

「
え
？
」

ズ
バ
ッ
！

棒
人
間

「
な
っ
！
」

い
き
な
り
棒
人
間
の
身
体
に
大
量
の
血
が
吹
き
出
し
た
。
み
て
み
た
ら
、
白
い
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髪
の
女
が
黒
い
斧
の
よ
う
な
物
で
切
り
つ
け
て
い
た
。

棒
人
間

「
何
な
ん
だ
よ
！
」

デ
ィ
ス
ペ
イ
ト

「
キ
ャ
ハ
ハ
ハ
！
あ
た
し
は
デ
ィ
ス
ペ
イ
ト
、
良
い
わ
ね
・
・
・
貴
方
の
絶
望

す
る
顔
・
・
・
」

棒
人
間

「
く
・
・
・
来
る
な
あ
！
来
る
な
あ
！
」

デ
ィ
ス
ペ
イ
ト

「
で
も
も
う
良
い
や
、
死
ん
じ
ゃ
え
！
」

デ
ィ
ス
ペ
イ
ト
は
棒
人
間
の
首
を
ス
パ
ッ
と
は
ね
た
。

デ
ィ
ス
ペ
イ
ト

「
こ
れ
良
い
な
あ
、
バ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ュ
だ
っ
け
？
使
い
や
す
い
わ
」

そ
う
言
う
と
デ
ィ
ス
ペ
イ
ト
は
棒
人
間
の
バ
ッ
ク
を
開
け
て
支
給
品
を
調
べ
た
。

デ
ィ
ス
ペ
イ
ト

「
な
ん
だ
、
た
だ
の
ハ
ン
ド
ガ
ン
じ
ゃ
な
い
、
ま
あ
何
と
か
な
る
か
な
？
」
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デ
ィ
ス
ペ
イ
ト
は
ハ
ン
ド
ガ
ン
を
自
分
の
バ
ッ
ク
の
中
に
入
れ
た
。

デ
ィ
ス
ペ
イ
ト

「
さ
あ
・
・
・
次
は
何
処
に
行
こ
う
か
な
？
」

絶
望
を
求
む
者
は
更
な
る
絶
望
を
持
つ
者
を
探
す
た
め
動
き
始
め
る
。

棒
人
間
 

死
亡
確
認
 

【
残
り
３
９
人
】
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絶
望
を
探
す
者
（
後
書
き
）

現
在
の
状
態
（
森
エ
リ
ア
Ｃ
－
４
）

デ
ィ
ス
ペ
イ
ト

状
態
：
正
常

装
備
：
バ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ュ
＠
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式
、
ハ
ン
ド
ガ
ン
（
１
２
／
１
２
）

思
考
１
：
絶
望
を
求
め
て
歩
く

思
考
２
：
こ
の
殺
し
合
い
を
楽
し
む

移
動
：
森
エ
リ
ア
Ｃ
－
４
↓
Ｃ
－
５

＠
バ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ュ

魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
の
キ
ャ
ラ
の
１
人
、
フ
ェ
イ
ト
・
Ｔ
・
ハ
ラ
オ
ウ

ン
が
持
っ
て
い
る
デ
バ
イ
ス
、
カ
ー
ド
リ
ッ
ジ
は
３
つ
入
っ
て
い
る
。
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共
に
倒
す
者
と
し
て
（
前
書
き
）

登
場
人
物

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
、
阪
神
虎
之
介
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共
に
倒
す
者
と
し
て

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
こ
こ
は
宮
殿
み
た
い
だ
な
・
・
・
」

目
が
覚
め
た
場
所
は
宮
殿
エ
リ
ア
の
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
。
と
言
っ
て
も
宮
殿
の
中

で
は
な
く
、
宮
殿
の
近
く
に
あ
る
木
で
目
が
覚
め
た
。

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
殺
し
合
い
か
・
・
・
僕
に
は
出
来
な
い
よ
な
あ
・
・
・
人
は
殺
し
た
く
な
い
」

そ
う
言
う
と
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
は
バ
ッ
ク
の
中
を
調
べ
始
め
た
。

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
わ
っ
！
な
ん
だ
こ
れ
！
？
」

出
て
き
た
の
は
先
端
が
斧
の
よ
う
な
槍
。

名
前
は
戦
斧
『
ハ
ル
バ
ー
ド
』
、
斧
で
切
る
こ
と
も
出
来
、
先
が
槍
な
の
で
突

く
こ
と
も
出
来
る
。

し
か
し
、
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
は
別
の
事
を
思
っ
て
い
た
。
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ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
良
く
こ
ん
な
長
い
も
の
入
っ
た
な
あ
・
・
・
」

天
然
な
の
か
本
気
な
の
か
・
・
・
。

ザ
ッ
ザ
ッ
ザ
ッ
・
・
・
。

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
足
音
が
聞
こ
え
る
・
・
・
誰
だ
！
一
体
誰
な
ん
だ
・
・
・
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
は
殺
し
合
い
に
乗
っ
て
い
る
者
な
の
か
も
知
れ
な
い
、
な
の
で

隠
れ
る
事
に
し
た
。

阪
神
虎
之
介

「
は
あ
・
・
・
何
で
か
な
・
・
・
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
が
足
音
が
聞
こ
え
た
人
物
は
作
者
の
阪
神
虎
之
介
だ
っ
た
。

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
は
接
触
を
試
み
る
事
に
し
た
。

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
話
が
し
た
い
ん
で
す
。
良
い
で
す
か
？
」
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阪
神
虎
之
介

「
わ
っ
！
吃
驚
し
ま
し
た
・
・
・
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
僕
は
殺
し
合
い
に
乗
っ
て
な
い
で
す
」

阪
神
虎
之
介

「
良
か
っ
た
、
殺
し
合
い
に
乗
っ
て
な
い
人
に
会
っ
て
良
か
っ
た
・
・
・
」

２
人
は
状
況
説
明
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
話
が
進
み
、
内
容
は
主
催

者
の
話
へ
・
・
・
。

阪
神
虎
之
介

「
主
催
者
の
疾
風
の
音
さ
ん
に
つ
い
て
で
す
が
・
・
・
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
そ
の
事
だ
け
ど
、
僕
は
疾
風
の
音
さ
ん
は
操
ら
れ
て
る
と
思
っ
て
い
る
」

阪
神
虎
之
介

「
そ
れ
は
ど
う
言
う
事
だ
！
」

ま
さ
か
の
疾
風
の
音
洗
脳
論
が
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
の
口
か
ら
飛
び
出
し
た
。

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
じ
ゃ
あ
何
故
主
催
者
が
殺
し
合
い
の
場
に
居
る
ん
だ
？
そ
れ
以
前
に
、
こ
れ

だ
け
の
人
数
を
彼
１
人
で
動
か
せ
る
訳
に
は
行
か
な
い
ん
だ
」
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阪
神
虎
之
介

「
４
０
人
だ
っ
た
よ
な
？
確
か
・
・
・
だ
が
本
当
に
主
催
者
が
疾
風
の
音
さ
ん

な
ら
ど
う
す
る
ん
だ
！
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
疾
風
の
音
さ
ん
の
一
人
称
は
『
俺
』
だ
っ
た
筈
、
な
の
に
会
場
の
中
に
は
一

人
称
は
『
私
』
だ
っ
た
」

阪
神
虎
之
介

「
確
か
に
・
・
・
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

「
な
ら
や
る
事
は
１
つ
、
疾
風
の
音
さ
ん
を
見
つ
け
て
、
別
の
主
催
者
を
倒
す
。

あ
く
ま
で
僕
の
推
測
だ
け
ど
」

阪
神
虎
之
介

「
俺
も
行
く
、
主
催
者
は
他
に
居
る
か
・
・
・
」

２
人
は
疾
風
の
音
を
探
す
為
に
歩
き
出
す
、
殺
す
対
象
で
は
無
く
、
共
に
止
め

る
対
象
と
し
て
。
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共
に
倒
す
者
と
し
て
（
後
書
き
）

現
在
の
状
態
（
宮
殿
エ
リ
ア
Ｂ
－
２
）

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

状
態
：
正
常

装
備
：
ハ
ル
バ
ー
ド

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
１
：
疾
風
の
音
を
探
す

思
考
２
：
殺
し
合
い
に
は
乗
ら
な
い
が
相
手
が
攻
撃
し
た
場
合
は
対
処
す
る

移
動
宮
殿
エ
リ
ア
Ｂ
－
２
↓
Ｂ
－
１

＊
疾
風
の
音
は
洗
脳
さ
れ
て
い
て
、
別
の
主
催
者
が
居
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
推
測
で
す
。

阪
神
虎
之
介

状
態
：
正
常

装
備
：
な
し

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
１
：
疾
風
の
音
を
探
す

思
考
２
：
殺
し
合
い
に
は
乗
ら
な
い
、
脱
出
が
目
標

移
動
：
宮
殿
エ
リ
ア
Ｂ
－
２
↓
Ｂ
－
１

＊
宮
殿
は
Ｃ
－
３
に
あ
り
ま
す
。
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月
明
か
り
が
見
た
中
で
（
前
書
き
）

登
場
人
物

折
原
 

空
、
ト
ラ
イ
ス
・
ド
レ
ッ
ド
、
黒
龍
美
牙
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月
明
か
り
が
見
た
中
で

折
原
 

空

「
私
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
・
・
・
」

森
エ
リ
ア
で
月
を
見
上
げ
て
呟
く
折
原
空
。

折
原
 

空

「
良
い
月
で
す
ね
・
・
・
こ
こ
が
殺
し
合
い
の
場
で
は
無
い
の
が
も
っ
と
良
い

の
で
す
が
・
・
・
」

？
？
？

「
こ
ん
に
ち
は
」

そ
こ
へ
、
１
人
の
男
性
が
声
を
か
け
て
き
た
。

折
原
 

空

「
あ
っ
、
こ
ん
に
ち
は
」

ト
ラ
イ
ス

「
私
は
ト
ラ
イ
ス
・
ド
レ
ッ
ド
と
言
い
ま
す
」

折
原
 

空

「
私
は
折
原
空
と
言
い
ま
す
」
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ト
ラ
イ
ス

「
良
い
名
前
で
す
ね
、
そ
れ
で
は
早
速
で
す
が
・
・
・
」

ト
ラ
イ
ス

「
死
ん
で
く
だ
さ
い
」

折
原
 

空

「
え
？
」

ス
パ
ッ
！

折
原
 

空

「
あ
っ
・
・
・
危
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」

い
き
な
り
ト
ラ
イ
ス
が
ロ
ン
グ
ソ
ー
ド
を
取
り
出
し
、
空
に
切
り
つ
け
る
。

し
か
し
、
空
は
サ
ッ
と
避
け
た
が
肩
が
少
し
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
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ト
ラ
イ
ス

「
や
り
ま
す
ね
、
し
か
し
次
は
無
い
で
す
よ
？
」

折
原
 

空

「
く
っ
・
・
・
」

ト
ラ
イ
ス

「
フ
レ
イ
ム
・
シ
ュ
ー
ト
」

３
つ
の
炎
の
つ
ぶ
て
が
空
を
襲
う
！

し
か
し
、
空
は
そ
れ
を
何
と
か
避
け
る
。

そ
れ
で
も
ト
ラ
イ
ス
は
何
度
も
フ
レ
イ
ム
・
シ
ュ
ー
ト
を
繰
り
出
す
。

折
原
 

空

「
き
ゃ
あ
！
」

す
る
と
、
１
つ
の
炎
の
つ
ぶ
て
が
空
の
足
に
直
撃
し
た
。

ト
ラ
イ
ス

「
漸
く
止
ま
り
ま
し
た
ね
、
私
は
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
の
で
す
」

折
原
 

空

「
そ
ん
な
事
を
し
て
良
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
か
！
」
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ト
ラ
イ
ス

「
残
念
で
す
ね
、
私
は
既
に
人
間
性
を
無
く
し
て
い
る
も
の
で
・
・
・
」

折
原
 

空

「
そ
ん
な
・
・
・
」

ト
ラ
イ
ス

「
そ
れ
で
は
・
・
・
お
別
れ
で
す
ね
」

い
や
、
ま
だ
私
は
死
に
た
く
な
い
で
す
・
・
・
ま
だ
や
る
こ
と
が
沢
山
残
っ
て

い
る
の
に
・
・
・
助
け
て
・
・
・
誰
か
助
け
て
下
さ
い
！

空
は
目
を
き
つ
く
瞑
っ
た
。

カ
キ
ン
ッ
！

ト
ラ
イ
ス

「
・
・
・
拍
子
抜
け
で
す
ね
、
邪
魔
が
入
り
ま
し
た
」

？
？
？

「
・
・
・
」

そ
こ
に
居
た
の
は
黒
一
色
の
少
女
が
居
た
、
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
少
女
は
弓
矢
で

ト
ラ
イ
ス
の
ロ
ン
グ
ソ
ー
ド
を
弾
い
た
の
だ
。
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ト
ラ
イ
ス

「
や
れ
や
れ
・
・
・
本
当
に
私
の
邪
魔
ば
か
り
で
す
ね
！
」

ト
ラ
イ
ス
は
少
女
に
斬
り
か
か
る
。

？
？
？

「
や
っ
！
」

ト
ラ
イ
ス

「
が
っ
！
」

少
女
の
矢
が
ト
ラ
イ
ス
の
右
の
二
の
腕
を
貫
通
さ
せ
た
。

ト
ラ
イ
ス

「
ぐ
う
・
・
・
仕
方
が
な
い
で
す
ね
・
・
・
」

？
？
？

「
殺
し
合
い
に
乗
っ
て
い
る
な
ら
私
は
容
赦
し
な
い
わ
よ
」

ト
ラ
イ
ス

「
ど
う
や
ら
、
こ
こ
は
退
い
た
方
が
良
い
で
す
ね
・
・
・
」

そ
う
言
っ
た
ト
ラ
イ
ス
は
そ
の
場
を
去
っ
た
。
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？
？
？

「
大
丈
夫
！
？
」

折
原
 

空

「
あ
っ
・
・
・
は
い
、
大
丈
夫
で
す
。
あ
の
、
名
前
を
聞
い
て
も
良
い
で
す
か

？
」

黒
龍
美
牙

「
私
は
黒
龍
美
牙
、
美
牙
っ
て
呼
ん
で
？
」

み
か

折
原
 

空

「
私
は
折
原
空
と
言
い
ま
す
」

黒
龍
美
牙

「
こ
こ
は
危
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
移
動
始
め
よ
う
？
動
け
る
？
」

折
原
 

空

「
は
い
、
何
と
か
動
け
ま
す
」

２
人
は
歩
き
出
す
、
安
全
な
場
所
を
求
め
て
・
・
・
。

ト
ラ
イ
ス

「
く
っ
・
・
・
中
々
や
り
ま
す
ね
・
・
・
次
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
・
・
・
」

彼
は
ま
た
別
の
道
を
歩
き
出
す
・
・
・
右
の
二
の
腕
が
血
で
覆
わ
れ
て
い
て
も
、

た
だ
歩
き
出
す
。
何
も
人
間
性
を
感
じ
さ
せ
ず
・
・
・
。
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月
明
か
り
が
見
た
中
で
（
後
書
き
）

現
在
の
状
態
（
森
エ
リ
ア
Ｅ
－
５
）

折
原
 

空

状
態
：
足
を
負
傷
、
そ
れ
以
外
は
健
康

装
備
：
な
し

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
１
：
安
全
な
場
所
に
移
動
す
る

思
考
２
：
殺
し
合
い
は
せ
ず
に
皆
で
帰
り
た
い

移
動
：
森
エ
リ
ア
Ｅ
－
５
↓
町
エ
リ
ア
Ａ
－
５

＊
ト
ラ
イ
ス
・
ド
レ
ッ
ド
は
殺
し
合
い
に
乗
っ
て
い
る
と
断
定
し
ま
し
た
。

黒
龍
美
牙

状
態
：
正
常

装
備
：
シ
ョ
ー
ト
ボ
ウ
（
１
８
／
２
０
）

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
１
：
安
全
な
場
所
に
移
動
す
る

思
考
２
：
殺
し
合
い
に
乗
る
気
は
な
い

移
動
：
森
エ
リ
ア
Ｅ
－
５
↓
町
エ
リ
ア
Ａ
－
５

ト
ラ
イ
ス
・
ド
レ
ッ
ド

状
態
：
右
の
二
の
腕
が
貫
通

装
備
：
ロ
ン
グ
ソ
ー
ド

持
っ
て
い
る
物
：
バ
ッ
ク
一
式

思
考
：
殺
し
合
い
に
乗
り
優
勝
す
る
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移
動
：
森
エ
リ
ア
Ｅ
－
５
↓
洞
窟
エ
リ
ア
Ｅ
－
１
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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